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問題編30
　2.最適セールス
　・ミックスの決定

問題編43   2.⑵ ＊１

  1行目

　5・6行目

　7・8行目

　11～13行目

  グラフの下 2行目～

　下から9行目～

解答解説14
　例４の解説 5行目
　Ｂ点の求め方

問題編44

　純売上高差異 総売上高差異（または総販売数量差異）

  Ｂ（②と③）   ＝（40、16）　70×（40）＋80×（16）＝（4,080）
  Ｃ（横軸と③）＝（40、 0）   70× 40  ＋80×  0  ＝  2,800
　　　※Ｂ点のy（16個）について：小数点以下を切り捨てます。
　　　 　したがって貢献利益が最大になるのはＢ点です。

  Ｂ（②と③）   ＝（39、17）　70×（39）＋80×（17）＝（4,090）
  Ｃ（横軸と③）＝（40、 0）   70× 40  ＋80×  0  ＝  2,800
　
　　　したがって貢献利益が最大になるのはＢ点です。

 
　   x ＋   3 y ＝ 90 …②
　　 x ＝ 40 …③
　
  ②に x＝ 40を代入すると
　　40＋ 3 y ＝ 90
  　 y ＝ 16.66 … → 16（生産単位は整数のため）

 
    x ＋   3 y ＝ 90 …②
　　x ＝ 40 …③
　
  ②に x＝ 40を代入すると
　 40＋ 3 y ＝ 90
  　y ＝ 16.66 … → 16（生産個数は整数のため、端数切捨て）
 
　　この端数切捨てにより、（x ， y）＝（40，16）のときには、
　　生産能力に余力が生じます。
　　そこで、貢献利益を（x ， y）＝（39，17）のときと比較します。
　　　（40，16）のとき：70×40＋80×16＝4,080円
　　　（39，17）のとき：70×39＋80×17＝4,090円

 　 以上より、B点を（x ， y）＝（39，17）とみなします。

  ボックス内
組合せ差異 総売上高差異

純売上高差異 組合せ差異

　純売上高差異 総売上高差異

解答解説13
例４

ISBN978-4-7810-0010-7　C1034　\1200E

誤 正

x  ≧　40
y  ≧　40

x  ≦　40
y  ≦　40

（　1　）x ＋ （　0.5　）y　≧　50
（　1　）x ＋ （　 3 　）y　≧　90

（　1　）x ＋ （　0.5　）y　≦　50
（　1　）x ＋ （ 　3　 ）y　≦　90

　　　　　　　　　(2)最適な製品組み合わせ
　　　　　　　　　　　製品Ｘ　　40 個
　　　　　　　　　　　製品Ｙ　　20 個

　　　　　　　　　(2)最適な製品組み合わせ
　　　　　　　　　　　製品Ｘ　　39 個
　　　　　　　　　　　製品Ｙ　　17 個

 
  Ｂ（①と②）   ＝（   、   ）　 70×（   ）＋80×（   ）＝（       ）
  Ｃ（①と③）   ＝（   、   ）　 70×（   ）＋80×（   ）＝（       ）
  Ｄ（横軸と③）＝（40、 0）   70× 40  ＋80×   0  ＝  2,800

 
  Ｂ（②と③）   ＝（   、   ）　70×（   ）＋80×（   ）＝（       ）
  Ｃ（横軸と③）＝（40、 0）  70× 40  ＋80×   0  ＝  2,800

　最適な生産・販売量の組合せとなるのは上記Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの
　いずれかです。

　最適な生産・販売量の組合せとなるのは上記Ａ、Ｂ、Ｃの
　いずれかです。


